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富山県で起こった食中毒事件での輸血療法の検討

彼谷 裕康 又野 禎也 村上 純 安村 敏 黒川 敏郎
山内 博正 塩原 康司 吉田 喬

平成 23 年 4 月富山県内にある同一系列の焼肉店 3 店で腸管出血性大腸菌 O111 および O157 による食中毒が発生
し，HUS を合併した例では，輸血用血液製剤が大量に使用された経緯がある．これらの使用量およびその効果，ま
た他県の血液センターの協力体制について検討したので報告する．富山県内の合同輸血療法委員の所属する 7 施設
における入院患者 36 名，外来患者 15 名を対象とし，各施設に調査票を送付し，その結果に基づいて検討を行った．
血液型が確定された入院患者 31 名の内訳は，O 型 12 名，B 型 9 名，A 型 7 名 AB 型 3 名であった．輸血用血液製剤
を使用したのは 5 施設で，FFP が 1,548 単位，PC は 320 単位，RCC は 115 単位と FFP の使用が最も多かった．FFP
は主に早期の段階での血漿交換に使用されていた．血小板輸血は観血的手技前あるいは重篤な出血症状に対して施
行されていた．血液製剤の供給に関しては，富山県内医師間のメーリングリストによる情報共有により，不足時に
は石川県血液センターの需給調整により，さらには基幹センターである愛知県血液センターからの迅速な供給体制
により輸血治療は遅滞なく施行できた．
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はじめに
2011 年 4 月富山県内にある同一系列の焼肉店 3 店で

腸管出血性大腸菌 O111 および O157 による食中毒が発
生した．O111 感染が確認された 85 名中 HUS 発症例は
34 名（40％）であり，死亡も 5 名で共に高率であった
のが特徴である．これまでの腸管出血性大腸菌感染症
の集団発生は O157 がほとんどであり，O111 による報
告はわずかである１）２）．一般的に腸管出血性大腸菌感染
では溶血性尿毒症症候群を合併し，致死的になるが，
今回ほど重症かつ経過が遷延する例や死亡例は多くな
かった．また，ドイツを中心に同じころ起こった O104
による腸管出血性大腸菌感染の集団発生でも22％がHUS
を合併し，36 名，4.2％ が亡くなっている３）４）．今回の我々
の検討では HUS を合併した例は多くの例で血漿交換を
行っており， また， DIC を合併した例もあったので，
赤血球濃厚液，濃厚血小板，新鮮凍結血漿が大量に使
用されていた．今回の集団発生での使用量およびその
効果，血液型との関連，さらに血液センターの供給体
制について検討したので報告する．

対象と方法
富山県内の医療機関で今回の食中毒事件に関連し，

富山県合同輸血療法委員会の委員の所属する 7 病院に

アンケート調査を行った．その中で，食中毒関連の感
染性胃腸炎としての入院患者 36 名，外来患者 15 名を
対象とし，各施設に臨床検査データ，臨床症状，使用
した輸血の種類，量に関する調査票を送付し，その結
果に基づいて検討を行った．また，適応にならないと
されている血小板輸血の実際についても検討した．さ
らに，他県の血液センターから搬入された血液製剤量
についても血液センターのデータをもとに調査を行っ
た．

結 果
1．感染者の血液型と重症度の関連
入院患者 36 名中，血液型確定済みの患者が 31 名，

外来患者 15 名中，血液型確定済みの患者が 5 名であっ
た．内訳をみると，患者の血液型に偏りがあり，入院
患者では O 型 12 名，B 型 9 名，A 型 7 名 AB 型 3 名で
あった．外来患者では O 型 3 名，B 型 1 名，A 型 1
名，AB 型 0 名であった．死亡した患者は入院症例のう
ちの O 型 2 名，B 型 1 名であった（Fig. 1）．

2．使用した輸血血液製剤
輸血用血液製剤は 5 施設で使用された．FFP が 1,548

単位，PC は 320 単位，RCC は 115 単位と FFP の使用
が最も多かった．施設ごとの輸血を受けた患者人数を
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Fig.　1　Patients’ blood types and severity
The blood group O was predominant among the patients included in the study. Among in-
patients, 12 were type O, 9 type B, 7 type A, and 3 type AB. Two of 3 patients who died 
were also type O.

Fig.　2　Consumption of blood products at each participating hospital
A large quantity of FFP was used for plasma exchange especially in Hospital D.

見てみると，A 病院では 8 名，B 病院では 4 名，C 病院
では 1 名，D 病院では 3 名，E 病院では 2 名であった

（Fig. 2）．D 病院では FFP の使用数が多く，これは血漿
交換の回数が多いためであった．実際に血漿交換の回
数，施行患者数を Table 1 に示す．血漿交換を施行した
患者数は A 病院で 3 名（入院は 18 名），D 病院で 3
名（入院 3 名）であった．D 病院での血漿交換はのべ
26 回施行されており，他施設に比して極端に多かった．
Table 2 に血小板輸血と血漿交換を行なった患者 13

名の一覧を示す．FFP は主に血漿交換で使用していた
が，血漿交換前後で血小板が上昇した例は半分以上あっ
た．血小板輸血をしないで血漿交換を行った例は 2 名
しかなく，また，血小板を輸血してから血漿交換を行っ
た例とその逆の例も混在しており，採血のタイミング
もそれぞれ異なっており，血漿交換と血小板輸血効果
の間には一定の傾向は認めなかった．

3．血小板輸血の臨床
血小板輸血に関しては適応がないとされているが，
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Table　1　Frequency of plasma exchange (PE) at each participating 
hospital

Hospital A B C D E

Number of inpatients 18 5 8  3 2
Number of patients who received PE  3 2 1  3 1
Total number of PE  8 4 2 26 2
Mean frequency  2.6 2 2  8.7 2

PE: plasma exchange

Table　2　List of patients who received platelet transfusion or plasma exchange (PE)

Blood 
group

PC 
transfusion 

(unit)

Plasma 
Exchange 
(frequency)

Platelet 
Count 

before PE 
(×104/μl)

Platelet 
Count 

after PE 
(×104/μl)

Platelet 
Count before 
Transfusion 
(×104/μl)

Platelet 
Count after 
Transfusion 
(×104/μl)

Thrombosis 
after PC 

Transfusion
Reason for PC 
transfusion Outcome

AB  0 ＋ (5) 3.9 4.7 alive
B  0  ＋ (14) 6.5 5.4 alive
O 10 ＋ (1) 3 8.7 3 8.7 － Hemorrhagic stool dead
O 10 ＋ (7) 2 1.7 1.5 2 － Hemorrhagic stool alive
O 10 ＋ (2) 3.2 3.6 1.5 3.2 － catheter alive
O 20 ＋ (3) 5 6.5 2.4 5 － catheter alive
AB 30 ＋ (3) 4.7 3 1.6 4.7 － catheter alive
B 30 ＋ (2) 2 8.8 0.9 5.6 － catheter alive
B 10 ＋ (2) 3.2 2.2 2.2 8.7 － catheter dead
O 20 ＋ (3) 2 4.2 2 2.2 － catheter dead
A 20 － 1.6 5.5 － catheter alive
B 30 － 0.8 3.5 － Hemorrhagic stool alive
O 40 － 1.9 2.9 － Hemorrhagic stool alive

PC: platelet concentrates, PE: plasma exchange

実際投与された 11 名のうち 3 名で血漿交換を行わずに
血小板投与がなされていた．投与された血小板は 20
単位から 40 単位で投与理由は血小板数が 1 万前後で重
篤な出血傾向を有したためや透析や中心静脈のカテー
テル挿入など観血的処置前の出血予防策であった．血
漿交換をしなかった例では血小板数平均値が1.4万から
投与後 4 万まで上昇していた．血小板輸血を受けた 11
名において投与後の血栓症状を認めた例はなかった（Ta-
ble 2）．

4．血液センターの協力体制
今回の食中毒事件に際し，最も多く使用された FFP

の供給の推移をみると 5�2 から 5�4 にかけてピークと
なっていた（Fig. 3）．アンケート調査対象外の施設も含
めて，富山県血液センターで2011年 4月 29日から2011
年 5 月 9 日まで使用されたFFPは 1,225単位であった．
患者数が最も多かった O 型については，この期間 618
単位が使用され，富山県における適正在庫が 3 週間分
の 219 単位であることから，約 9 週間分が使用された．
平成 21 年 4 月に北陸 3 県の製造部門が石川県血液セン
ターに集約され，北陸 3 県の需給管理は石川県血液セ
ンターにて実施していたため，今回の 618 単位のうち
418 単位は北陸 3 県内での需給調整が可能であったが，
150 単位は愛知県から供給された．FFP 全体としては，

1,225 単位使用され，内 360 単位を北陸 3 県以外の愛知
県から需給調整された（Table 3）．愛知県から供給され
る場合は北陸東海自動車道の中継地点である高鷲 I.C
まで両方から行き，受け渡しをして戻ってくるので，
通常 5～6 時間はかかる．今回の緊急に大量の輸血用血
液製剤が必要な状況においては，集約前ではあったが，
富山県血液センター供給部門から石川県血液センター
供給部門へ速やかに連絡し，当時基幹センターであっ
た，愛知県血液センターとの対応を委ねた．また，富
山県厚生部健康課の立ち上げた各医療機関の医師間の
メーリングリストを利用することによって，一施設で
は対応できない場合はすぐに他施設に搬送可能となる
よう情報共有し，それに伴い，各病院から血液センター
に血漿交換の予定がいち早く連絡されていたため，ト
ラブルなく供給可能であった．

考 察
2011 年 4 月富山県内にある同一系列の焼肉店 3 店で

腸管出血性大腸菌 O111 および O157 による食中毒が発
生した．これまでの腸管出血性大腸菌感染症の集団発
生は O157 がほとんどであり，ドイツでの O104３）４）の大
規模な集団発生はあるものの，O111 による報告はほと
んどなかった．Matano ら５）は今回の O111 の感染で VT
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Fig.　3　Amount of FFP used by blood group
Most of FFP were used on 2, 3 and 4 May 2011.

Table　3　Amount of consumed and stocked FFP by blood group (29 April 2011-9 May 2011)

Blood 
group

Number of 
patients

FFP-LR-2 
(units)

FFP-LR-Ap 
(units)

Stock 
(units)

Comsumption 
(units)

Supply outside of Hokuriku 
(units)

A  1  90     0 219    90
O  8  78   540 219   618 150
B  4  57   220 149   277
AB  2   0   240 149   240 210

total 15 225 1,000 736 1,225 360

2 を産生するものは重篤な合併症が多く，LDH の急激
な上昇，血小板の急激な低下が脳症のマーカーになる
こと，血漿交換，抗凝固療法，血液透析，ステロイド
投与などエビデンスはまだないものの，症状のでる前
に積極的に治療を始めた方が予後はよいと報告してい
る．

堺市の O157 集団発生では A 型の血液型が多く，B
型抗原は HUS への進展を防御する可能性があることも
報告されている６）．Blackwell ら７）は 1996 年のスコット
ランドのO157集団発生でO型の血液型の患者が多かっ
たため，詳細な検討を行ったが，O157 では O 型とは関
連がなく，むしろ P1 抗原との関連が考えられたと報告
している．Jelacic ら８）は，ABO 抗原は O157 の感染の経
過において重要事項ではなく，P1 抗原も HUS への進展
を防御しないと報告している．O111 と血液型に関する
文献は検索した限りでは，見つからなかったが，我々
の報告では O 型，B 型が多い傾向があった．しかし，
基礎的な検討は行っておらず，感染した生肉を食べた
人全員の血液型を調べてはいないので，O111 病原性大
腸菌感染が O 型に多いかどうかについては不明である．

次に今回の集団感染で使用された血液製剤に関して
であるが，入院した患者で HUS を合併した例は，ほと
んど血漿交換を行ったため，血液製剤のなかでは圧倒
的に FFP の使用量が多かった．今回は富山県内のO111
感染患者を抱える施設間でメーリングリストを立ち上
げ，医師間の情報交換を行っていたため，早期の段階
から血漿交換を導入した例が多かった．また，今回は
ほとんどが自費診療となり，社会的な問題にもなった
ため，救命を優先して，保険上施行できる施行回数を
大幅に超えて行った例もあったことから，より大量の
FFP が使用されたと考えられる．

血小板投与に関しては，Byrnes９）や Harkness ら１０）が
述べている様に TTP においては血栓を起こす可能性が
あり慎重であるべきと考えられる．今回の症例の中に
は中心静脈カテーテルや透析用カテーテル挿入のため，
あるいは下血がひどいためやむを得ず，血小板を投与
した例がほとんどであったが，血漿交換施行の有無に
かかわらず，実際に血栓症を起こした例はみられなかっ
た．また，症例数は少ないが血漿交換はしないで血小
板の投与のみ行ない，投与後は血小板数が上昇してい
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る例もあり，適応外とはされているが血小板輸血も症
例によっては効果があったことが考えられる．George１１）

や Swisherら１２）も血小板投与は慎重であるべきではある
が，実際投与した例で重篤な副作用はなかったと述べ
ている．

血液製剤の供給に関しては早期の段階で富山県の厚
生部健康課を中心にメーリングリストが作成され，そ
れにより各施設の主治医間の連絡が密となり，それぞ
れの施設で集団食中毒であるという共通理解を持つこ
とができた．更に，O111 の感染性腸炎では高率に HUS
を合併し，血漿交換が有効であるという情報を得てい
た．血漿交換用の FFP が大量に使用され，血液センター
にも輸血製剤の必要数の連絡が速やかに入ったため，
不足時には他県から遅滞なく搬入され，しかも北陸以
外の当時基幹センターであった愛知県血液センターか
ら搬入された例もあったが，緊急で必要になった例は
なく供給できなくて問題になったこともなかった．ま
た，患者の発生時期がゴールデンウイークに集中した
ため，なおさら県外からの需給調整が必要になったこ
とも考えられる．

各センター間での調整ではなく，ブロック化はされ
ていなかったが，集約化の準備がなされていたことに
よる愛知県血液センターと，富山県血液センターが対
応を委ねた石川県血液センター供給部門との需給調整
が奏功したこともスムーズにいった一因と考えられる．
集約化された現在では大災害など，患者が何カ所かの
病院にまたがる場合などでは，病院間の連携を行い，
速やかに血液センターに連絡することにより，必要な
情報をブロック血液センターの需給管理部門で集約す
ることで，必要な製剤の迅速な供給とともに，限りあ
る製剤を有効に活用できるものと期待される．
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BLOOD TRANSFUSION FOLLOWING FOOD POISONING

IN TOYAMA PREFECTURE, JAPAN

Hiroyasu Kaya, Sadaya Matano, Jun Murakami, Satoshi Yasumura, Toshiro Kurokawa,

Hiromasa Yamauchi, Yasushi Shiohara and Takashi Yoshida

Toyama Prefectural Joint Committee of Blood Transfusion Therapy

Abstract:

Food poisoning by enterohemorrhagic Escherichia coli O111 and O157 occurred in three ‘yakiniku’ restaurants
in Toyama Prefecture, Japan, in April 2011. Large quantities of red blood cells, platelet concentrates, and fresh-frozen
plasma (FFP) were used for transfusion in patients with hemolytic-uremic syndrome. We investigated the consump-
tion of blood products by blood group, transfusion outcomes, and the cooperation system between hospitals and blood
centers in other prefectures by sending a questionnaire to hospitals in Toyama. The responses to the survey provided
information on 36 inpatients and 15 outpatients.

Among inpatients, there were 12 type O, 9 type B, 7 type A, and 3 type AB patients, indicating the predominance
of blood group O. FFP was used in a large quantity for exchange transfusion, and 1,548 units were consumed in treat-
ing hemolytic uremic syndrome. The platelet count also increased after transfusion of platelet concentrates, and post-
transfusion thrombosis was not reported. Manymanufactured blood products were supplied immediately from other
prefectures, suggesting that the cross-prefectural cooperation system of blood center was functioning at a sufficient
level via the electronic mailing list system utilized by physicians.

Keywords:

enterohemorrhagic Escherichia coli O111, blood group O, plasma exchange, platelet concentrate transfusion,
cross-prefectural cooperation system
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